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成功の鍵、感謝（詩篇23:1-6）
　
今日、特別に収穫感謝礼拝をささげる幸いを、まず主に感謝します。収穫感謝礼拝を通して、皆さんが次元の全く違う感謝を心から回復するときになることを願います。信仰の偉人達、また信仰による成功者の特徴を見ると、色々ある中で、世の中で一般的に感謝することとは全く違う感謝を皆持っていたということが特徴です。簡単に申し上げると、皆さんも信仰者であれば、この感謝を回復することによって十分に人生の成功者、勝利者になれるということでしょう。特に、その許されている状況、いろいろな条件が、成功と勝利とは遠い中で皆が勝利しました。ですから、そういうこととは全く関係なく、クリスチャンとしての感謝さえ回復することがあれば、どんなに険しい人生の歩みであっても必ず成功するということを覚えて、一体、どのような感謝なのか、どのように感謝すればいいのか、また、感謝せざるをえないのかということを考えていきたいと思います。

その信仰の偉人、信仰の成功者などを見ると、まずどんな時代の人間であっても、状況や環境がそれぞれ異なっていたにもかかわらず共通しているのは、基本感謝なのです。居酒屋やレストランなどに行きますと、日本人は決まり文句として「とりあえずビール一杯」というみたいです。クイズにも出ます。成功者の特徴が何かと言いますと、とりあえず感謝なのです。基本感謝です。なぜそうなのかというと、彼らはどんな環境であろうが、条件がどうであろうが、どんな状況であっても、それと全く関係なく感謝できる根本的な感謝が何かわかっていました。そういう人は、基本感謝です。これが武器であり、これが力であり、この感謝を持って他のすべても感謝するようになります。そうすると、結果的に不信仰と目に見えない暗やみのサタンの力が砕かれるようになります。そこに勝利の証拠が当たり前に与えられるものではないでしょうか。成功を目指して勝利を手に入れようとして頑張らすに感謝してください。しかも、そこら中の感謝ではなくてクリスチャンとしての次元の違う感謝、基本感謝、とりあえず感謝、そういう感謝が私たちには求められるし、またそのような感謝ができる存在です。言葉を変えますと、それが絶対的な感謝というものでしょう。なぜかと言いますと、その感謝は、なぜ条件が悪いのにも関わらず感謝できるのか。なぜ状況が険しい、厳しい、不利な状況なのに感謝できるのかというと、そのような状況、条件の前に、すでに祝福をいただいているからです。しかもその祝福が永遠に変わらず永遠に続く祝福なのです。信仰の成功者の特徴は、この祝福が分かっていました。根本的にもうすでに祝福されて、永遠なる祝福をいただいている者であるということで、何がどうであろうが基本感謝するようになります。世の中は全く分かっていないし、知ることもできません。聖書にのみ書かれていますが、クリスチャンの私たちに与えられている祝福は、もうこの世界の基が置かれる前から予定されていて、準備されていた祝福だと言われています。そういう祝福です。それが救われたクリスチャンに与えられている祝福なのです。すでに与えられました。永遠に続きます。世界の基が置かれる前からの祝福がキリスト、イエスの中にあって、私たちに届くようになったのです。他には理由も条件も何もありません。道は一本しかありません。ただキリストによって、世界の基が置かれる前から計画なさっていたその祝福がキリスト、イエスをときにかなって、信じて受け入れる信仰告白をしたその瞬間与えられ、それが永遠に続くようなものなのです。イエス・キリストを救い主として信じて心から受け入れるようになりました。その時にすでに与えられました。しかもそれが、何があっても、どんなに状況が変わっても変わらずに永遠に続く祝福なのです。だから、成功者の特徴は、この祝福が分かっていて、根本的に感謝するしかないということが分かっていたので、状況、条件に関わらず、基本感謝、とりあえず感謝な人間でした。
その祝福がどのようなものなのかというと、パウロはこのように言っています。天にある霊的なすべての祝福、と言いますのは、この地上の何かによって触れられない、変わることのできない、邪魔されない、省かれない祝福だという意味です。神様から与えられた、自分で頑張って手に入れた祝福ではなくて、神から与えられた祝福、天の祝福です。私たちがイエス・キリストを信じて受け入れた瞬間、実は私たちは皆罪によって裁かれてのろわれ滅びるしかない存在でした。死と罪の原理に捕らわれて生きていたものなのです。そこで一歩も出られません。でも、イエス・キリストを信じて受け入れたその瞬間、滅びののろい、さばきの人生から、地獄の人生から永遠に解放されます。その解放された自由な祝福が、永遠に続くようになります。もう二度と罪に定められることはありません。もう二度と滅びることなどはありません。そのような祝福をいただいているのです。いつでしょうか。イエス・キリストを受け入れたその瞬間、すでに今も後も永遠にまで、それが霊的な祝福です。イエス・キリストを受け入れた瞬間、罪許されて解放されている私たちの内側に、神様ご自身が入って来られてともにおられるようになりました。神様と一緒になります。すでに神様と一緒であり、その祝福は永遠に変わることなく続きます。だから、基本感謝なのです。罪人でありました私たちが、何の功もないのに滅びることしかなかった私たちが、神さまをアバ、父と呼ぶことができる神の子どもの身分をいただくことになりました。だから、神様がともにおられるというのは、神の子どもであるということです。身分が、つまり、存在そのものが、完全に作り変えられたということです。神様をアバ、父と呼ぶことができる神の子どもです。神の子どもというのは、どういう意味なのかというと、実は神様に会う権限、神の権威が私を通して現されるという意味です。この被造物の前で、暗やみの勢力の前で、キリスト、イエスの権威、神の権威が現れるようになります。そのような祝福をいただくようになりました。天使が神に仕えると同じように、私たちに奉仕するような立場の人間になったということです。ただイエス・キリストを受け入れただけなのに、その瞬間から今も後も永遠にこの祝福は続くようになります。だから、環境がどうであろうが、どんな不利な条件であろうが、一切、それと関係なく基本感謝なのです。これがクリスチャンの次元の違う感謝です。しかも、いつ死ぬか分かりませんが、終わりがまったく怖くない。死がまったく怖くない。その死によって神の御座のところに、永遠の天国の方に迎え入れられるようにもう保証されています。保証済みの事項なのです。このような祝福がすでに与えられて永遠に続いています。

この祝福の内容を全部まとめるとどのような結果になるかと言いますと、だからこそ環境がどうであれ、自分がどんなに弱い存在であれ、社会的な立場が下であれ上であれ、知識があるかないか、金があるかどうか、一切関係なく、この暗やみに覆われている世の中に祭司として立つことができるし、光を放つことができるし、私を通してこの暗やみの世界に神の国が臨まれるしかない祝福をもうすでにいただいて、それがずっと続くものなのです。だから、風邪を引いたときでも、波風が吹いてきたときでも、私たちは基本感謝なのです。

今日の聖書の箇所で賛美をささげているダビデはこう告白しました。死の影の谷を歩きながらも、主は私の牧場の羊飼いであり、私には乏しいことがありません。死の影の谷であってもこの感謝は奪うことができません。基本感謝なのです。だから、訳が分かっている者には、無条件ではありませんが、世の中の条件から見たときには、無条件、感謝する者です。感謝しない理由がありません。すでに祝福されました。今もその祝福は続いているし、動いています。永遠に続きます。皆さんは、すべての罪と死の原理から永遠に解放され、聖霊が宿っている神の子どもであり、だからこそ神の権限が、神の権威が私たちを通して現れるようになります。皆さん、天使が皆さんのために奉仕するということを本当に信じていらっしゃるのでしょうか。感謝なのです。皆さんが行くところで、本当に分かっているだけでも、暗やみのサタンの力が恐れ砕かれて逃げ去るということを分かっていらっしゃるのでしょうか。
ある講師の先生が言いました。日本は暗闇の力がものすごく強いと。そんなこと言わないでください。どんなに強いサタンの力であっても私たちの前では無力なのです。サタンのことをそのように高めるから、サタンが喜ぶでしょう。基本感謝なのです。家系のすべてののろいの力が自分一人を通して縛り上げられ消え去るようになっているのです。すでにそうなっています。今も変わりなく。昨日、いろいろなことがあったでしょうが、それに全く関係なく、今も明日も永遠に続きます。だから、すでに幸せなもの、今も幸せなものです。家庭に問題があっても感謝、幸いな者です。とにかく基本感謝、とりあえず感謝なのです。こういう感謝を持っている人が、信仰の偉人であり、また人生の成功の扉が開かれます。これこそが武器です。
そういう人には必ず神様が答えを与えられます。ですから、神さ藻の答えによる感謝、これが感謝です。未信者には、うまくいくから感謝でしょうけれども、私たちの感謝はうまくいくから感謝ではなくて、神様の答えが現れるから感謝なのです。内容が違います。次元も違います。神様の答えはどのような形で現れるのでしょうか。このように祝福された者、また祭司としてこの世の中を生きていかないといけないので、まず私たちをいやされます。いやしの答えを持って私たちは感謝するのです。あらゆる様々なことを通して、私たちは知らず知らずに神様から離れているときに、神のない思想や価値観、いろいろなことによってもう刻印され、それが根を下ろして体質になっているのです。その部分にメスを入れるわけです。それが答えです。ときには事故によって、ときには家庭が崩壊することによって、ときには病気によって、様々なことを通して、人間関係の中の亀裂などを通して、いやしの答えを神様は与えていらっしゃいます。だから、そのいやしの答えを持って感謝するのです。「神様。私がこんなにも固まっていて、不信仰の体質なのに、それをこのことを通して変えてくださり感謝します。主を見上げる者に整えていらっしゃることを感謝します」。いやしが神の答えの中の答えです。そして、そのようにいやされつつ神様は目に見える証拠を与えられます。その証拠の答えによって、私たちは感謝します。何もかもうまくいくからではなくて、この証拠は今までのすべての内容に基づいて、皆さんが今やっていること、それが仕事なのか勉強なのか家庭のことなのか専門の分野なのか、そこに神様が答えを与えられます。それが感謝です。本当に分かっている者は、自分の力をはるかに超えて神様がなさったと告白せざるをえません。だから、自慢もせず、高慢にもなりません。分かっている者は、神の答えを感謝するわけです。事業をやっている方々、仕事場の方々、学生の方々、主婦の方々、今そこの現場、分野、そこに神様のみわざが現れることを信じて、またおめでたいと言いたいと思います。ときには健康に神の証拠が与えられる場合があります。様々な関係、人間関係において、不可能だと思っていたのにそこに神のみわざが現れる場合があるのです。つまり、神様からの証拠の答えを持って、神がなさります。そのことを感謝します。そうすることによって、答えの中の答え、神様の答えのゴールが何かというと、結局、伝道の答えなのです。その伝道の答えを持って感謝します。全部、神様がなさることなので、こうすることによって神様は、出会いの祝福を許されて、本当に備えられた魂に合わせるし、伝道者に出会うように導いてくださるし、それこそが答えです。お金がいっぱい入ってくることだけが答えではありません。
そして、その出会いを通して伝道のわざが行われ、そのことによって自分がいる現場に不思議な変化がみられるようになります。それが神の答えです。それが伝道です。そのうちに一緒に命をかけてこの伝道に生涯をささげようというものが起こされます。これが答えの中の答えです。これを弟子と言います。クリスチャンが多いけれども、弟子は多くありません。レムナントは多いけれども、弟子のレムナントはそんなに多くありません。この弟子と出会う、また弟子に変えられるということこそが伝道の答えです。その弟子によって次々と神様は、神様ご自身の計画を成していかれます。何の心配も、ある意味、何の力もいりません。そして、伝道の答えは伝道の祝福の価値が分かっているので、残りの生涯、自分のすべてを伝道に方向を合わせてささげようとすることになります。これこそが伝道の答えです。それを献身と言います。献身するようになり、献身の思いが与えられ、献身できるいろいろな条件が許されていること自体がもう答えです。ダビデは言いました。神殿を建てるために、国民の中で最高にささげました。それが神様の答えだと神様に感謝しています。次元の違う感謝、基本感謝の人は、神の答えに預かるようになるので、神の答えを見て感謝するようになります。そして、この感謝ができる者は、問題の前で感謝するようになります。これが次元の違う、成功者の感謝です。どんな問題があるのでしょうか。
この間、講師の先生が来られました。牧師修練会の時だったでしょうか。その先生は、教会でこのようにするみたいです。前払い感謝。問題が来たら、先に感謝するのです。だから、信徒さんの中に子どもの問題があったり、何かの問題が起きた場合には、韓国ではお祝いするときにお餅を作ってもてなしたりします。だから、問題を抱えている人は、お餅を作ってきて教会で皆に配ってお祝いをするみたいです。それでその先生の教会で、信仰の良い青年が仕事場で作業中に何かがあって指が切れて入院したそうです。だから、先生は電話をかけて「おめでとう」と言ったみたいです。私たちはそこまで行かなくても、まだ皆弱いので他人に対してそれを「おめでとう」と言うレベルではありません。しかし、自分自身に対しては、そういうつもりでないといけません。それがクリスチャンの感謝、成功者の感謝のレベルです。問題が来たら、その問題こそが問題という包装紙をかぶって現れる神の祝福だということを分かっているので、すべてのことを働かせて益としてくださることが分かっているので、先に前払いして感謝する。この感謝です。私たちの教会も指を切られた青年に「おめでとう」とは言えなくても、前払い感謝の教会、クリスチャンになりたいなと思います。先ほどもお話ししたようにローマ8:28には、すべてのことを働かせて益としてくださるとあります。32節には、私たちが罪人であったときに、キリストを惜しまずに十字架に引渡された神様が、なぜ今私たちにいいものを恵んでくださることがないでしょうかと言っているわけです。だから、悪いことはありません。子どもに問題があるでしょうか。辛い何かがあるのでしょうか。神様は、悪いことを許されることはありません。だから、それは当然あるべきものが起きたことです。そして、そこは必然的にそうならざるをえない理由があったのです。絶対的な神の計画がそこには必ずあります。当然、必然、絶対という目から見ると、感謝できない問題は一つもありません。なぜこんなことが起きたのだろうではなくて、起きるべくことだから起きたのです。よく考えて見てください。そして、それは皆さんに必要なので起きたことなのです。そこには絶対的な伝道のための神の計画が必ずあります。そういう目で見ていてください。

この感謝こそ、悪魔が恐れる最高の武器です。人生勝利のための最高の武器です。逆に言うと、私たちはつい不平、不満、あるいは心配、思い煩い、落胆などの気持ちになりますが、それは悪魔の好都合であるし、悪魔のしわざです。結局、それは心配せざるをえない、落胆するしかないことがあるからではなくて、私たちが信仰をなくして感謝を失ってしまったからです。誤解しないでください。しょうがないではないかと固まって頑固にならないようにしてください。そうではありません。死の影の谷を歩きながらも感謝するのです。刑務所の中にいながらも感謝します。つまり、感謝こそ最高の武器です。悪魔の隙を全部埋めることができる最高の武器です。特に、問題の前で感謝するその感謝は、そして、その問題の前で感謝することこそが、私たちの内なるものをさらに固めていく作業です。固めることが大切です。ですから、問題があるたびに、先ほど申し上げました基本感謝の方にいつも戻って、その基本がより丈夫に、基本がより固まるように、基本が刻印されるようにする機会にしないといけません。いつどうなるかなどを計算する、考える前に、まずは基本に戻って、基本が固まるようにしましょう。
それから、私たちは契約のために召されている契約の民です。その契約は必ず成就します。ですから、問題の前で、その問題が邪魔できない、問題があるのにもかかわらず必ず成就して行く契約のことを思い出して、契約が丈夫に、契約が固まっていく機会にしないといけません。私は伝道者なのだと。私を通して神の契約はまっとうされる。この間も申し上げましたように、初代教会がものすごい迫害の中でこのように告白をしていました。実はそれもみことばに預言されていたもので、神様の契約を成就するために異邦人の王たち、イスラエルの人々が集まってイエスを十字架につけました。世の中が大騒ぎになっているということは、キリスト教を無くそうとして燃えているということは、一見すると怖いし大変だと思うでしょうが、それはみことば通りであり、実はそれが神様の契約を成就させる役割を果たしていたのではないでしょうか。だから、契約を握っていれば契約がどんどん丈夫になります。イエス･キリストの十字架を通して私たちはそれを見たので、今の私たちにある迫害も同じではないでしょうか。だから、この迫害、この困難、この問題が、問題でないどころか、神の契約を成就させることであることを信じますと告白します。この問題が神の契約を止めることができないどころか、神の契約を成就させる方向に持って行く役割を果たすものですと告白します。これぐらいの次元でないといけません。この病気が、この子どもの問題が、この経済の状況が、この大変な問題が、実は神の契約を成就させる材料です。だから、感謝です。彼らは「神様。神のみことばを大胆に宣べさせるようにしてくださいと告白しました。神のみことばが宣べ伝えられることが契約だったので、契約の方向に揺れることなく突っ走っていったのです。これが感謝です。
そして、それが分かっているので前もって勝利を宣言します。ダビデは、死の影の谷を歩きながらもこのように勝利を宣言しています。私の敵の前で、あなたは私の民に食事を整えて、わたしの頭に油を注いでくださいます。私の杯はあふれています。これは的に勝利するよと前もって勝利を宣言します。問題を目の前にして、先に勝利を宣言します。これが感謝です。なぜなら、勝利をするからです。すでに勝利しているからです。なぜすでに勝利しているのに問題があるのか。私たちをいやすために、そして、私たちの基本を固めるために、契約に徹底する伝道者にするためにです。本当に契約を軸にして、契約のために生きるものなのかどうか問いかけられる場面です。それが問題です。問題は、問題ではありません。感謝の材料です。前払い感謝しましょう。とりあえず感謝、基本感謝。それから、神の答えを正しく見分けるようにしなければいけません。すべてが神の答えです。それと前払い感謝です。これが信仰の成功者から見られる感謝であるし、世の中を生きている間は、この感謝なくてはサタンに勝てません。条件、環境、状況に、いつも振り回されます。いつも不平、不満を抱えて誰かのせい、何かのせいというところに溺れるしかありません。そこを脱出しましょう。2015年収穫感謝礼拝を通して、この感謝の主人公であるという確信とともに、この感謝を回復したいと思います。感謝を失っている冷たいクリスチャンの胸はサタンの最高の餌食です。本当です。サタンのお腹を膨らませるようなことは早く止めてください。そこに希望、感謝、世の中の人とは次元の違う感謝、問題の前でも前払い感謝、そして、勝利を先に宣言できる感謝を持って火を灯そうではありませんか。

それから、何かの問題があるときには、このようにしてください。とりあえず訳分からないのだけれども、まず感謝してください。口は災いの元と言われるでしょう。だから、とりあえず訳分からなくても感謝しますと告白してください。交通事故に遭いました。とりあえず感謝します。病気になりました。とりあえず感謝します。それから聞いてください。なぜ感謝なのかと。ゆっくりじっくり考えるようにしてください。そうでないと、入り口から揺れて迷路に入って迷うようになるしかありません。だから、水際で止めるという表現がいっぱいあります。テロ犯、何かのウィルスが流行っているとき、水際対策などと言っていますが、これこそが水際対策しないといけません。何かの問題があるときには、とりあえず感謝して水際で止めないといけません。それから、ゆっくり自分自身に問いかけてください。なぜ感謝なのか、感謝すべき理由は何だろう。こんなに病気で患っているのに、こんなに辛いのに、何が感謝なのか。ゆっくり考えてください。それを考える前に、とりあえず水際対策です。

この間、金沢の方にキャンプに行きました。北陸新幹線が開通したことによって、国内の観光客はもちろん、海外からの観光客がものすごく増えていたみたいです。韓国のレストランに食事のために入ったのですが、私たち以外は全員日本人でない外国人でした。テーブルが6つくらいありましたが、メキシコやオーストラリアなど全く違う国の人々でした。金沢はこんなところなのかと思いました。そこでオーストリアから来られた年配のご夫婦が入ってきたのですが、二人とも、特に男性の方が何もしゃべらず何もしなくても顔がいつも笑っています。不思議でした。見て気持ちがよくなるくらいでした。ものすごい年配の方なのに、顔がいつも笑っています。だから、自分で考えました。あれはあのように造ろうとすることによっては無理ではないのか。基本いつも微笑んで、いつも笑っているからあのような姿になったのではないかなと思いました。いろいろな文化の背景などもあるでしょうが。それと同じように、顔はそんなに笑わなくても自然に微笑みが出るとは思いますが、朝起きたらとにかく始めから、スタートからぶつかるすべてのことにおいて信仰を持って感謝する習慣を身につけましょう。ある人は、使命を持って一生懸命やろうとしてもうまく伝道ができない、うまく実が結ばれないということで顔が暗くなってしまう場合がありますが、伝道がうまくいかなくても感謝してください。そこにも理由が必ずあるわけです。どんな理由であろうが、感謝をクリスチャンから奪い取ることができる理由は存在しません。もちろん不信仰に陥る周りの人を見て心を痛めるということと、感謝を失うということとは違います。だから、いつもこれが瞬間になって、いつも感謝するようにしましょう。それがずっと積み重なることによって、あの年配の老人の顔から見られるような感謝の何かが自分のものになって身についたために、周りから見るとそれが見られるのではないでしょうか。だから、そのような習慣を身につけましょう。自分なりに項目を一つ一つ選んでこれは感謝、これは心配としないでください。エブリバディ、エブリティ感謝です。それを習慣にしましょう。朝起きたら頭痛があります。昨日の冷たい風のせいで鼻水が出たり咳込んだりします。辛いでしょう。私はそういうとき薬を飲みますが、まずは感謝します。今日も基本感謝です。
それから、その辛いことの中にも必ず理由があります。神様の愛にはまったく変わりはないので感謝してください。ものすごく大変なことがあるでしょうか。それが皆さんに対する神の契約を成就させる役割をしているということを見るようにしてください。揺れることなく本当の意味で最高の武器、感謝を持ってその感謝が自分の身に習慣としてつく主人公になることを祈りたいと思います。

 (祈り)

　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。今日、特別に収穫感謝礼拝を主の前にささげました。どうか神様は私たちが基本感謝、いつでも感謝できる祝福をすでに、しかも永遠にまで与えていらっしゃることを覚えて感謝いたします。感謝を奪い取ろうとしているサタンの策略にだまされずに、無条件、感謝して、初めから感謝、最後も感謝、ずっと感謝を習慣にすることができる成功者としての道を歩ませてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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